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広
報

7月 28日、巌地区在住の大
おおさわまさや

澤柾也くん（上野原西小6年）が、
日本武道館で行われた第50回記念全国道場少年剣道大会団体戦に
昭島中央剣友会で出場し、みごと優勝を果たしました。各都道府県
代表540チームのなか、日本一に輝いた大澤くんは、『これまで全
国優勝目指して頑張ってきた。本当に嬉しい』と話してくれました。

●第50回記念全国道場少年剣道大会団体戦優勝
7月28日、市勤労青少年ホーム調理室で、わくわくク

ッキング教室が行われました。これは、上野原市食生活改
善推進員会が6日間にわたり行ったもので、夏休み中の子
ども16名と大人7名が参加し、上野原の郷土料理『お祝
いうどん』や『お豆腐パンケーキ』などをつくりました。

●わくわくクッキング教室

7 月 23日、31日の 2日間、上野原高校 2年生の
志
しむらせいや

村聖也さんと市
いちかわひろき

川裕喜さんが市企画課で職場体験を行
いました。職場体験では、広報の取材から記事の作成、配
送までを行いました。先月号の広報うえのはら巻頭ページ
では、二人が作成した記事と写真が掲載されています。

●市役所で職場体験
8月 9日、市役所センタープラザで、第6回上野原

ふれあい盆踊り大会が行われました。
当日は、浴衣を着た参加者が、「上野原音頭」などの

曲や太鼓に合わせて踊り、多くの観客とともに盆踊りを
楽しみました。

●第6回上野原ふれあい盆踊り大会

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

福島県南相馬市児童受入事業
今月号の表紙は、福島県南相馬市児童受入事業の川遊びの一コマです。福島第 1原発事故により

住み慣れた家から避難を余儀なくされ、多くの苦労を背負ってきた子どもたち。川遊びでは、そんな
苦労を吹き飛ばすほどの表情を見せてくれました。今回、この事業を密着取材していて感じたことは、
素敵な自然が上野原市にあるということ。青々とした草木、谷間を吹き抜ける風や川の水が流れる音、
澄んだ空気のにおいなど、五感で感じることのできる魅力が身近にあることに気づきました。この魅
力は感じようとしないと感じることができないのかもしれません。きっと、この事業に参加した福島
県南相馬市の子どもたちは、この魅力を感じることができたからこそ、素敵な笑顔をみせてくれたの
だと思います。今回の取材では、多くのことに気づかされました。（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 24,861 人 （− 18）
男 ● 12,418 人 （−  5）
女 ● 12,443 人 （− 13）

世帯 ● 10,019 世帯（+  3）
平成 27 年 8 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.127     20
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～頑張るあなたを応援する情報誌～　

広報
うえのはら

川
遊
び
、サ
イ
コ
ー
で
す
ツ

写真）県立ゆずりはら青少年自然の里周辺の鶴川で
　　　川遊びをする福島県南相馬市の子どもたち



ひ
と
夏
の
思
い
出

上
野
原
で
つ
く
る

　　
月
5
日（
水
）〜
8
日（
土
）、8
日

    （
土
）〜
11
日（
火
）、
県
立
ゆ
ず
り

は
ら
青
少
年
自
然
の
里
で
、
福
島
県
南

相
馬
市
児
童
受
入
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
っ
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
児
童
72
名
（
引
率
者
含
む
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
か
ら
バ

ス
で
約
6
時
間
か
け
て
上
野
原
市
に
到

着
。
市
職
員
や
関
係
者
が
出
迎
え
る
な

か
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
2
日
目
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ

く
る
野
外
炊
飯
や
川
遊
び
な
ど
を
行

い
、
上
野
原
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

3
日
目
は
、
富
士
山
観
光
に
出
掛
け
た

後
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
、

上
野
原
で
過
ご
し
た
時
間
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
ご
ろ

自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
野
外
で
、
の
び
の
び
と
遊

び
、
思
い
出
に
残
る
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

福
島
県
南
相
馬
市
に
帰
っ

て
か
ら
も
、
こ
の
思
い
出
を

胸
に
、
明
る
く
前
を
向
い
て
歩

ん
で
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

写真）① 友だちと一緒にいるだけで笑顔がこぼれます。② 会場はゆず
りはら青少年自然の里、③④⑧ 飯ごうでご飯を炊き、カレーライスを
つくりました。⑤ 堰堤から勇気を出してジャンプ、⑥ ライフジャケッ
トをつけて川をぷかぷか、⑦ 星を型どった木に思い思いの色を塗るク
ラフトづくり、⑨ つい見入ってしまう線香花火、⑩ 時折見せる真剣な
眼差し、⑪ やっぱり川遊びが最高、⑫ 上野原で過ごす最後の夜、キャ
ンプファイヤーの火を子どもたちはいつまでも見続けていました。

8

①

②③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

福
島
県
南
相
馬
市
児
童
受
入
事
業
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子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
付

上
野
原
市
振
興
券
追
加
販
売

市
商
工
会
で
は
、子
育
て
世
帯
向
け
（
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
）

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
上
野
原
市
振
興
券
を
追
加
販
売
し
ま
す
。

《
子
育
て
世
帯
向
け
振
興
券
》

　

こ
の
振
興
券
は
、
市
内
の
取
扱
店

に
て
9
千
円
で
1
万
2
千
円
の
お

買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
で
す
。

■
販
売
期
間　

10
月
3
日
（
土
）
〜

9
日
（
金
）（
完
売
次
第
終
了
）

■
販
売
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時
■
販
売
場
所
　
市
役
所
1
階
展
示
室

3
※
追
加
販
売
の
子
育
て
世
帯
向
け
振

興
券
を
購
入
す
る
場
合
、「
追
加

販
売
専
用
引
換
券
」（
6
月
下
旬

に
対
象
と
な
る
世
帯
主
宛
に
送
付

済
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
『
追
加
販
売
専
用
引
換
券
』
の
再

発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
子
育
て
世
帯
（
高
校
生
以
下
が
い

る
世
帯
）
で
、
6
月
下
旬
に
世
帯

主
宛
に
送
付
し
た
引
換
券
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
9
月
30

日
（
水
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
お

早
め
に
ご
購
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
販
売
場
所
は
、
市
商

工
会
か
経
済
課
商
工
観
光
担
当
、

秋
山
支
所
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
商
工
会
（
☎
63

−

0
6
3
8
）、
経
済
課
商
工
観
光
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
重
度
の
心
身
障
害
を
も
つ
方
の
医
療
費
の
一

部
（
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額
を
除
く
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級
の

所
持
者

・
療
育
手
帳
A
の
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・

2
級
の
所
持
者

・
国
民
年
金
法
で
規
定
す
る
1
級
・

2
級
と
同
等
程
度
（
特
別
児
童
扶

養
手
当
1
級
・
2
級
の
対
象
児
童

を
含
む
）の
障
害
の
あ
る
方

●
更
新
手
続
き　

受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
間
は
、
毎
年
11
月
1
日
か

ら
翌
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
昨
年
は
、
助
成
方
法
の
変
更

に
と
も
な
い
、
全
受
給
者
の
方
に

更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
国
民
年
金
法

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
対
象
児
童

を
含
む
）
に
よ
り
受
給
資
格
を
取

得
し
て
い
る
方
以
外
は
、
自
動
的

に
有
効
期
限
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
下
旬
に
受
給
資
格
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
高

額
療
養
費
に
関
す
る
同
意
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
更
新
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、

9
月
下
旬
に
更
新
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

※
更
新
後
、
非
該
当
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
害
福
祉

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の
後
納
制
度
」

は
、
9
月
30
日（
水
）
で
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
は
、
10
月
1
日（
木
）
か
ら
3

年
間
に
限
り
『
5
年
の
後
納
制
度
』
が

始
ま
り
ま
す
。

《
10
年
の
後
納
制
度
》

　

こ
の
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め

忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
5
年
の
後
納
制
度
》

　

こ
の
制
度
は
、
過
去
5
年
間
に
納
め

忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
10
年
の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
後
納
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
0
5
7
0

−

0
1
1

−

0
5
0
）、
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所
（
☎
22

−

3
8
1
1
）

国民年金保険料「10年の後納制度」終了
9月30日まで

敬
老
祝
金
等
を

　
　
　
支
給
し
ま
す

市
で
は
、
88
歳
と
101
歳
以

上
の
方
の
長
寿
を
祝
福
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
敬
老
意

識
の
高
揚
を
図
り
地
域
社
会

の
平
和
と
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、山
梨
県
に
お
い
て
は

百
歳
長
寿
者
へ
褒
状
な
ど
を

贈
呈
し
ま
す
。

■
支
給
対
象

《
市
敬
老
祝
金
》

基
準
日
9
月
15
日
に
市
内

に
住
所
を
有
し
、
1
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方

・
88
歳
（
5
千
円
）

・
101
歳
以
上
（
2
万
円
）

《
県
百
歳
長
寿
褒
状
贈
呈
》

当
該
年
度
の
3
月
31
日
に

お
い
て
満
100
歳
の
方
で
、
9

月
15
日
現
在
、
県
内
に
在
住

す
る
方

・
100
歳
（
褒
状
・
額
縁
）

■
支
給
時
期　

9
月
中

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康

課
地
域
包
括
支
援
担
当（
☎

62

−

3
1
2
8
）

市では、地区社会福祉協議会の協力により、75 歳以上のみな
さんを対象に、各地区で次のとおり敬老会を開催します。

敬老会を開催します

地区名 開催日 開催場所
島 田 地 区 10月 4日（日） 旧島田中体育館
上野原地区 10月 17日（土） 上野原小体育館
棡 原 地 区 9月 13日（日） 旧棡原小体育館
西 原 地 区 10月 4日（日） 西原小体育館
秋 山 地 区 9月 20日（日） 秋山老人福祉センター

敬老会開催日程一覧
地区名 開催日 開催場所

大 目 地 区 9月 27日（日） 旧大目小体育館
甲 東 地 区 9月 27日（日） 旧平和中体育館
沢 松 地 区 9月 27日（日） 旧沢松小体育館
四方津・川合地区 10月 4日（日） 上野原西小体育館
コモア地区 9月 13日（日） 上野原西小体育館
大 鶴 地 区 10月 3日（土） 旧大鶴小体育館

10月3日（土）〜9日（金）

購入は
お早めに

追加販売期間

6月下旬に対象となる世帯主宛に送付した『追加販売専用引換券』
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現
在
お
住
ま
い
の
住
所
と
住
民
票
の
住
所
が
異

な
る
場
合
に
は
、
通
知
カ
ー
ド
を
確
実
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
《
第
6
回
》

■
住
所
確
認

ち
ょ
っ
と
教
え
て
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

今
年
10
月
以
降
、住
民
票
の
住
所
地
に
、あ
な
た
の
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
』

が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

《
居
所
情
報
登
録
申
請
書
》

　
　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

民
票
の
住
所
地
で
「
通
知
カ
ー
ド
」

を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
方

は
、
居
所
情
報
登
録
申
請
書
を
住
民

票
の
あ
る
住
所
地
の
市
区
町
村
に
持

参
ま
た
は
郵
送
す
る
こ
と
で
、
登
録

さ
れ
た
居
所
に
あ
な
た
の
『
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
』
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
市
民
課
で
受
け
取
る

か
、
市
・
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

《
申
請
が
必
要
な
方
》

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

で
、
住
所
地
以
外
の
居
所
に
避
難

さ
れ
て
い
る
方

②
D
V
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童

虐
待
な
ど
の
被
害
で
、
住
所
地
以

外
の
居
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る
方

③
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療

機
関
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
方

※
申
請
に
は
、
申
請
書
の
他
に
、
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
窓
口
担
当

（
☎
62

−

3
1
1
2
）

9月25日（金）まで
持参または必着

【問い合わせ】
コールセンター［全国共通ナビダイ
ヤル］（☎ 0570−20−0178）、市民
課窓口担当（☎ 62-3112）

登録は
お早めに

■
通
知
カ
ー
ド
は
簡
易
書
留

　
で
届
き
ま
す

簡
易
書
留
の
中
身
は
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
『
通

知
カ
ー
ド
」、
②
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請

書
と
返
信
用
封
筒
、
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

の
説
明
書
類
で
す
。

■
申
請
し
よ
う

　
個
人
番
号
カ
ー
ド

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
1
月
以
降
、

市
町
村
の
窓
口
で『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』を
無
料

で
受
け
取
れ
ま
す
。

第 10回特別弔慰金説明会を開催します
■ 説明会の日程

期日 時間 対象地区 場所
9 月 24 日（木）

午後 2 時〜

大鶴地区 大鶴出張所
9 月 25 日（金） 甲東地区 甲東出張所２階 会議室
9 月 28 日（月） 巌地区 巌出張所 会議室
9 月 29 日（火） 大目地区 大目出張所１階 会議室
9 月 30 日（水） 島田地区 島田コミュニティセンター
10 月 6 日（火） 棡原地区 ふるさと長寿館 2 階 会議室
10 月 7 日（水） 西原地区 西原出張所 2 階 会議室

10 月 8 日（木）
午前 10 時〜

上野原地区 もみじホール２階 会議室２
午後 2 時〜

10 月 9 日（金） 午後 2 時〜 秋山地区 秋山老人福祉センター２階大集会室

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
ご
遺
族
に

一
層
の
弔
意
の
意
を
表
す
た
め
、
国
か

ら
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
各
地
区
に
お
い
て
次
の
と

お
り
特
別
弔
慰
金
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

説
明
会
で
は
、
請
求
手
続
き
の
説
明

や
請
求
書
な
ど
の
関
係
書
類
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

特別弔慰金の概要
■支給対象者
　平成 27年 4月 1日（基準日）において、公務扶助料や遺
族年金などを受ける方（戦没者等の妻や父母など）がいない
場合に、次の順番の戦没者等の死亡当時のご遺族で先順位の
方お一人
１．平成 27年 4月 1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
　　による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していることなどの要
　　　件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪
　　など）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を
　　　有していた方に限ります。
■支給内容　額面 25万円、5年償還の記名国債
■請求期限　平成 30年 4月 2日（月）

戦没者等のご遺族のみなさんへ

活用
しよう

居所情報登録申請は

平
成
27
年

国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す

10
月
1
日
を
期
日
と
し
た
平
成
27
年
国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。国
勢
調
査
は
、

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
し
た
統
計
調
査
で
す
。
9
月
か
ら
調
査
員

が
み
な
さ
ん
の
自
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
や

　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
回
答
》

今
回
の
国
勢
調
査
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に

回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
答
方
法
に
つ
い
て
は
、
調
査
員
が

配
布
す
る
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
利
用
し
な
い
回
答
》

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
、
調

査
員
が
配
布
し
た
調
査
票
で
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

10
月
1
日
以
降
、
調
査
員
が
調
査
票

の
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

国
勢
調
査
は
、

大
切
な
調
査
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マイナンバー制度の詳しい
説明は、今月号の広報うえの
はらと一緒に配布される冊
子「よくわかるマイナンバー
制度」をご覧ください。

「よくわかる
　マイナンバー制度」

マイナンバー制度
始まるよ

平成27年10月5日（月）から
順次、通知カードを発送（予定）
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

《
要
望
》　

　
　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
２
度
利
用
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
2
時
間
ご
と

と
い
う
の
は
不
便
で
す
。
お
客
さ
ん
の

少
な
い
路
線
バ
ス
を
運
行
す
る
の
な

ら
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
増
や
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
回
答
》　

　
　

上
野
原
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運

行
は
、
上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
運
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
・

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
検
討

の
中
に
は
、
今
回
の
ご
要
望
も
含
ま

れ
て
お
り
、
運
行
本
数
も
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
・
調
整
を
経
て
現
在
の
便
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

の
独
断
で
早
急
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
本
数
に
つ

い
て
の
要
望
も
多
い
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
も
協
議
会
へ
み
な
さ
ん
の
声

を
お
伝
え
し
、
検
討
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
よ
り
無
駄
の
な
い
予
算

執
行
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

『
災
害
に
備
え
る
』

今
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
熱
中
症
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
る
方
も
多
く
厳
し
い
夏
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
暑
さ
も

落
ち
着
き
、
9
月
は
ホ
ッ
と
す
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
気
が
緩
み
が
ち
な
時
期

で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
を
引
き
締

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
台
風
や
秋
雨

前
線
な
ど
に
よ
る
豪
雨
で
す
。

近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
過
去

に
記
録
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
、

ま
た
想
定
外
と
い
う
よ
う
な
言
葉

を
聞
く
よ
う
に
、
想
像
も
し
な
い

よ
う
な
気
象
現
象
が
発
生
し
ま

す
。

最
近
で
は
、
7
月
16
日
の
朝
方

に
降
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
巌

地
区
八
ツ
沢
を
は
じ
め
市
内
各
地

で
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
ま
し

た
。
上
野
原
市
は
、
山
間
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
土
砂
災
害
に
十
分
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
土
砂
崩
れ
に

よ
っ
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
れ
ば
陸

の
孤
島
と
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

行
政
と
し
て
も
全
力
で
そ
の
対
応

に
あ
た
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
助

や
共
助
の
力
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
高
い

意
識
を
を
も
っ
て
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
9
月
も
油
断

せ
ず
に
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ちょっと

No.66

〜　上野原市のまちづくりについて話し合う　〜

『よっちゃれ市民座談会』in島田 

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　9 月 28 日（月）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

『
よ
っ
ち
ゃ
れ
市
民
座
談

会
』
は
、
月
に
1
〜
2
回
程

度
、
市
内
の
各
地
区
に
市
長

が
伺
い
、
そ
の
地
区
に
住
む

み
な
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら
の

市
の
発
展
や
新
し
い
ま
ち
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
何
が

必
要
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
う
も
の
で
す
。
参
加
は
、

そ
の
開
催
地
区
に
住
む
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
6
回
目
の
開
催
地
区
は
、

次
の
と
お
り
、
島
田
地
区
で

す
。

あ る 日 の 市 長 江口市長のある日の一日を紹介します。

福島県南相馬市の児童と一緒に夕食を摂る江口市長

大目地区のよっちゃれ市民座談会開催の様子

7 月 11 日（土）、大目出張所 2 階多目的ホールで、『よっちゃれ市民座
談会 in 大目』を開催しました。当日は、38 名の地域のみなさんが参加し、
市の将来について話し合いました。参加者からは、『まずは上野原の魅力
を若者も含めて共有するべき』『談合坂スマートインターチェンジの設置
に合わせて、旧甲州街道沿いの景観を整備し、ハナモモを名所に』など、
多くの提案がありました。

開催地区　島田地区
日時　9 月 27 日（日）
時間　午後 7 時〜
場所　島田コミュニティセンター

今月の
開催地区

『よっちゃれ市民座談会 in 大目』開催報告

市民のみなさんと市長との

福島県南相馬市児童生徒受入事業

南相馬市の児童と一緒に夕食　8/8（土）

この日、県立ゆずりはら青少年自然の里で、江口市長が福
島県南相馬市児童受入事業に参加した児童たちと一緒に夕食
を摂りました。江口市長は、児童たちの話に耳を傾け、福島県
での生活の様子を聞いたりしました。

なお、この日、上野原平和観音祭典委員会のみなさんから
絵本などの寄附がありました。絵本は江口市長が受け取り、こ
の事業に参加した児童たちに渡しました。

巌地区八ツ沢の土砂崩れ
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保健だより
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№35

うえのはら健康家族
Healthy Life

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700 円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団健診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり、平成 28 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料 700 円
◎内 容 医師の診察（問診）・前腕とう骨検査
◎検 診 日 9 月 15 日（火）、10 月 20 日（火）
※毎月第 3 火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
 午前 9 時〜 11 時
※ 9 月 8 日（火）、10 日（木）は、午後 1 時〜 3 時になります。
◎持 ち 物 印鑑
◎場 所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★子宮頸部がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28 年 4 月

1日までに 20歳以上になる女性
◎検 診 料	 上野原市立病院 600 円、
　　　　　　		その他の病院 1,500 円
◎内 容	 子宮頸部がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
　	　　　　　	大 月 市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　	　クリニック
　	　　　　　	都 留 市：磯部医院、都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当にお
　問い合わせください（県内のみ）。
◎申 込 み 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり、平成 28 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料 700 円
◎内 容 マンモグラフィ検査
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

適切な救急車の利用をお願いします
9 月 6 日（日）〜 12 日（土）は「救急医療週間」

です。この週間は、救急医療に関する啓発を行う
期間です。

近年、救急車の出動件数、搬送人数はともに増
えていますが、搬送された人の約半数が軽傷者で
す。一人でも多くの方の命を救うため、けがや病
気の症状が軽い場合は、かかりつけ医に相談する
などして、適切な救急車の利用をお願いします。

《かかりつけ医を持ちましょう !!》
かかりつけ医は、患者さんと身近な関係にあり、

病気や健康に関する相談を受け、必要な場合にふ
さわしい医療機関を紹介するなどの役割を担って

今月のテーマ

『 救急医療週間 』です

9月6日（日）〜12日（土）

脳ドックのご案内（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部 MRI・MRA
■ 検診料金　32,400 円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査 5,940 円（税込）
■ 実施日時　9 月 26 日（土）、10 月 24 日（土）午後
■ 定　員　4 名
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

禁煙外来のご案内
《上野原市立病院》
■ 日時　火・金曜日の午後２時〜３時（完全予約制）
■ 予約受付　平日午後２時〜４時
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

《秋山診療所》
■ 日時　月曜日（時間要相談）
■ 予約受付　月、火、水、金　午前 9 時〜 11 時 30 分
■ 問い合わせ　秋山診療所（☎ 56-2014）
※費用は両院ともに 5 回で 13,000 円〜 20,000 円程度（3 割負担の場合）

実施日 該当児

4 か月児 9月4日（金） H27年 4月 1日〜 30日生
10月2日（金） H27年 5月 1日〜 31日生

9 か月児 9月4日（金） H26年11月1日〜30日生
10月2日（金） H26年12月1日〜31日生

2 歳 児 10月1日（木） H25年 8月 1日〜 9月 15日生
3 歳 児 9月2日（水） H24年 7月 16日〜 8月 31日生

います。
病気の回復はもちろん、治療の経過を知って安心感

を得るためにも、普段から気軽に相談できる医師との
関係をつくることが大切です。

また、普段からかかりつけ医にこれまでにかかった病
気やどのような薬を飲んでいるかなどを相談していれ
ば、いざというときに、高い診療機能をもつ病院と連携
し病状に応じた医療機関、医師を紹介してくれます。

ぜひ、ご自身やご家族の健康を守るために、かかり
つけ医を持ちましょう。
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要
で
す
。
申
請
の
あ
っ
た
月
の

翌
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

④
申
請
は
、
長
寿
健
康
課
、
秋
山

支
所
、
最
寄
り
の
出
張
所
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
地

域
包
括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

●
日
時　

9
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
40
分

●
場
所　

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運

●
日
時　

9
月
17
日（
木
）午
後
5

時
30
分
〜
8
時
30
分

●
対
象
者　

20
歳
〜
79
歳
の
上
野

原
市
民
の
方

●
測
定
内
容　

握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
な
ど

●
会
場　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

※
参
加
者
に
は
、
体
力
診
断
表
を

お
渡
し
し
ま
す
。

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
相
談
内
容　

発
達
や
発
育
の
遅

れ
な
ど
の
心
配
が
あ
る
お
子
さ

ん
に
対
す
る
家
庭
療
育
の
し
か

た
、
職
業
の
適
性
、
施
設
入
所

の
相
談
な
ど

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約

制
）。

※
子
ど
も
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
治
療
や
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
留
児
童
相
談

所
（
☎
45

−

7
8
3
7
）

●
日
時　

10
月
8
日
（
木
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所　

富
士
・
東
部
保
健
福
祉

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
9
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
9
月
10
日（
木
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

9
月
26
日（
土
）、
27
日

（
日
）（
2
日
間
）、
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

消
防
本
部
2
階
会
議
室

●
内
容　

上
級
救
命
講
習
（
成
人

お
よ
び
小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
A
E
D
使
用
法
、
異
物

除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　

9
月
18
日（
金
）

●
費
用　

無
料

※
講
習
は
、
2
日
間
の
講
習
と
な

り
ま
す
。

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
次
回
の
普
通
救
命
講
習
は
11
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62

−

4
1
1
2
）

●
日
時　

9
月
16
日
（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

※
当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

9
月
15
日
（
火
）

●
主
催　

文
部
科
学
省

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
9
）

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

　

家
族
介
護
者
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
負
担
軽
減
を
図
る
目
的
で
、

家
族
介
護
慰
労
金
と
し
て
月
額

5
千
円
を
3
か
月
毎
に
1
回
支

給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象　

要
介
護
度
4
ま
た

は
5
の
要
介
護
者
と
同
居
し
、

常
時
在
宅
に
お
い
て
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方

●
利
用
上
の
注
意　

①
同
居
状
況
の
確
認
の
た
め
、
住

民
票
な
ど
を
照
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
や
入

院
な
ど
、
半
月
以
上
在
宅
で
の

介
護
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
月
の

分
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

③
事
業
の
利
用
に
は
、
申
請
が
必

事
務
所
1
階
（
富
士
吉
田
市
上

吉
田
1

−

2

−

5
）

●
対
象
者　

が
ん
患
者
・
が
ん
患

者
の
家
族
や
関
係
者

※
保
健
師
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー（
が

ん
を
経
験
し
た
仲
間
）
が
悩
み

や
不
安
に
寄
り
添
い
ま
す
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事
前

に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
管
理
事

業
団
（
☎
0
5
5

−

2
2
7

　
−

8
7
4
0
）

長
寿
健
康
課
か
ら

お
知
ら
せ

動
場
（
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

船
津
6
6
6
3

−

1
）

●
内
容　

支
援
学
校
、
福
祉
施
設

（
作
業
所
）、
福
祉
関
係
団
体
お

よ
び
地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
演

技
・
演
奏
な
ど
の
発
表
、
作
品

展
示
・
販
売
、
模
擬
店
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
体
験
工
房
、

お
楽
し
み
抽
選
会

●
問
い
合
わ
せ　

富
士
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
県

立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
）（
☎
0
5
5
5

−

72

−

5
5
3
3
）

県
総
合
県
税
事
務
所
お
よ
び
県

内
他
市
町
村
と
合
同
で
、
市
税
滞

納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　《
入
札
》 

9
月
8
日

（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
、

《
開
札
》 

9
月
8
日
（
火
）
午

後
2
時
1
分

●
公
売
会
場　

東
八
代
合
同
庁
舎

3
階
大
会
議
室
（
笛
吹
市
石
和

町
広
瀬
7
8
5
）

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
3
）

応
急
手
当
講
習
会
（
上
級
救
命

講
習
）
開
催
の
お
知
ら
せ

県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

『
出
張
が
ん
相
談
』
の
お
知
ら
せ

第
20
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村

ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　甲府地方法務局および山梨県人権擁護委員
連合会では、高齢者や障害者を巡る人権問題
の解決に向けた人権相談活動を強化するため、
通常よりも受付時間を延長して電話による相
談を受付けます。

《全国一斉「高齢者・障害者の
　　　人権あんしん相談」強化週間》
● 期　　間　9 月 7 日（月）〜 13 日（日）
● 時　　間　午前 8 時 30 分〜午後 7 時
※土・日曜日は午前 10 時〜午後 5 時（通常は、　
　平日の午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分）
● 専用窓口　高齢者・障害者人権あんしん相
                   談窓口（☎ 0570–003–110）

■ 問い合わせ　
　福祉課福祉総務担当（☎ 62–3115）

  全国一斉

「ふれあいパーティー」
参加者募集

〜 素敵な出会いをサポートします 〜
  お知らせ

心
身
障
害
児
巡
回
療
育
相
談

の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
体
力
・
運
動

能
力
調
査
を
開
催
し
ま
す

第
2
回
山
梨
県
合
同
不
動
産

公
売
実
施
の
お
知
ら
せ

「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間

【 日     時 】10 月 3 日（土）午後 1 時 30 分〜
　　　　　　　5 時（受付 午後 1 時〜）

【 場     所 】京王プラザホテル八王子
　　  　     （JR 八王子駅前）

【 内     容 】パーティー方式（軽食）
【参加資格】 男性：30 歳〜 50 歳の独身者（再婚可）
　　　　      女性：28 歳〜 47 歳の独身者（再婚可）

【 参加費 】  男性 7,000 円、女性 4,000 円
【募集人員】男女各 15 名
※応募者多数の場合は、抽選となります。

【申込方法】はがき・封書・FAX のいずれか
の方法で、①住所、②氏名（ふりがな）、③
年齢、④職業、⑤連絡先、⑥初・再婚、⑦
趣味、⑧自己 PR、以上を必ず明記のうえ、
申し込みください。

【申込期間】9 月 3 日（木）〜 18 日（金）
※詳細は、9月24日（木）以降、申込者あてに連絡いたします。

【問い合わせ】市結婚相談所事務局（福祉課
福祉総務担当内）（☎ 62-3115）（FAX30-
2041）（〒 409-0192 上野原市上野原
3832）

ふれあいパーティーの様子

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 2
消 防 署（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

明誠の　緑に百花
咲きし夏　

（巌地区　羽田英貴さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送で企画課までお送
りください。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara

15      広報うえのはら　平成 27 年 9 月号　　　　　 広報うえのはら　No.127    14

●
対
象
者　

県
民
の
方

●
日
時　

左
の
表
を
参
照

●
場
所　

帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
（
第
2
、
3
、
4

回
）、
山
梨
市
キ
ャ
ン
パ
ス
（
第

1
回
）

●
内
容　

健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
日
々
気
を
つ
け
る
こ
と
、

日
々
行
う
と
良
い
体
操
や
作
業

を
説
明
し
、
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
、
平
日
の
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

帝
京

科
学
大
学
上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
63

−

6
9
1
1
）

●
日
時　

9
月
16
日
（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
）

●
内
容　

不
動
産
に
関
わ
る
法

律
・
税
金
（
相
続
税
・
贈
与
税
）

相
談
、
住
宅
等
建
築
相
談

●
定
員　

5
組
（
1
組
30
分
程
度
）

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）。

●
申
込
期
間　　

9
月
7
日（
月
）

〜
14
日（
月
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
土
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎

62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

10
月
9
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
）

●
内
容　

離
婚
、
相
談
、
土
地
な

ど
の
賃
貸
借
、
交
通
事
故
、
損

害
賠
償
、
サ
ラ
金
な
ど
消
費
者

問
題
な
ど

※
相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

6
名
（
相
談
時
間
一
人

30
分
）

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

●
受
付
期
間　

9
月
24
日
（
木
）

〜
10
月
7
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
職
種　

パ
ー
ト
職
員

●
勤
務
内
容　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

の
介
護
業
務

●
勤
務
日
・
時
間　

月
、
水
、
金　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

●
勤
務
場
所　

市
社
会
福
祉
協
議

会
秋
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
●
資
格　

不
問

※
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資
格
所

有
者
を
優
遇

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
☎

63

−

0
0
0
2
）

●
開
催
日
　《
基
礎
編
》
11
月
21

日
（
土
）、
22
日
（
日
）、《
応

用
編
》
11
月
28
日
（
土
）、
29

日
（
日
）

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
（
昼
休
み
1
時
間
）

●
場
所　

県
母
子
・
父
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
3
階
会
議
室
（
甲
府
市

朝
日
4

−

5

−

21
山
梨
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
）

●
定
員　

10
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

10
月
23
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−

「
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

7
0
1
4
）

●
日
時　

9
月
17
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　

富
士
・
東
部
建
設
事
務

所
庁
舎
3
階
大
会
議
室
（
大
月

市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8

−

3
）

●
相
談
内
容　

法
律
相
談
（
家
族
、

近
隣
問
題
、相
続
、金
銭
貸
借
）、

土
地
相
続
、
住
宅
相
談
、
交
通

事
故
相
談
、
消
費
生
活
相
談

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
民
生
活
セ
ン

タ

ー
（

☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
5
7
1
）

●
日
時　

9
月
5
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北

畑
4
1
7
番
地
）

●
内
容　

下
水
道
探
検
ツ
ア
ー
、

フ
ア
フ
ア
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く

り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

峡
東
浄
化
セ
ン

タ

ー
（

☎
0
5
5

−
2
6
3

−

2
7
3
8
）

帝
京
科
学
大
学
か
ら
講
座
の

お
知
ら
せ

不
動
産
無
料
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

■ 健康な生活をおくるために

第 1 回 足の指力（ゆびりょく）について
ー 足の指力強化で転倒予防 ー（講義と実習）

●医療科学部柔道整復学科教授　昇　寛
　開催日時　10 月 3 日（土）午後 1 時 30 分〜 3 時

第 2 回 頸のこりと肩こりについて
ー 予防と自己改善方法 ー

●医療科学部理学療法学科教授　中山彰博
　開催日時　10 月 10 日（土）午後 1 時 30 分〜 3 時

第 3 回 腰痛について
ー 予防と自己改善方法 ー

●医療科学部理学療法学科助教授　佐野徳雄
　開催日時　10 月 17 日（土）午後 1 時 30 分〜 3 時

第 4 回 人の健康と作業
●医療科学部作業療法学科准教授　舩山朋子
　開催日時　10 月 24 日（土）午後 1 時 30 分〜 3 時

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
移
動
県
民
相
談
」
の
お
知
ら
せ

●
日
時　
10
月
28
日（
水
）

●
場
所
　
レ
イ
ク
相
模
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

●
申
込
資
格　

市
内
に
住
民
登
録
、

ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
、
ゴ

ル
フ
場
の
規
約
・
マ
ナ
ー
を
遵

守
で
き
る
方

●
申
込
方
法　

教
育
委
員
会
お
よ

び
実
行
委
員
宅
に
用
意
し
て
あ

る
「
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

社
会
教
育
担
当
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
定
員　

40
組

160
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。

●
申
込
期
間　

9
月
8
日（
火
）

〜
30
日（
水
）

●
参
加
費　

3
千
円（
賞
品
代
、

パ
ー
テ
ィ
ー
代
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
（
5
0
0
円
）
含
む
）

●
プ
レ
ー
代　

1
万
3
5
0
0

円
（
食
事
、
キ
ャ
デ
ィ
、
消
費

税
込
み
）、
70
歳
以
上
1
万
2

　

7
0
0
円（
年
齢
証
明
必
要
）

《
実
行
委
員
》（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区　

浅
井
功
知

□
甲
東
地
区　

志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区　

木
村
信
男

□
コ
モ
ア
地
区　

大
枝
靖

□
八
ツ
沢
地
区　

小
林
輝
男

□
松
留
地
区　

大
神
田
謙
司

□
大
鶴
地
区　

木
田
康
典

□
島
田
地
区　

河
内
剛
、
佐
藤
和

弘
□
上
野
原
地
区　

塚
本
浩
、
富
田

裕
久
、
飯
田
隆
男
、
横
瀬
明

□
棡
原
地
区　

長
田
章
、
清
水
秀

彦
□
西
原
地
区　

奈
良
長
光

□
秋
山
地
区　

野
崎
栄
作
、
関
戸

正
文

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0

　

9
）

9
月
21
日
（
祝
・
月
）
〜
30
日

（
水
）
の
10
日
間
を
運
動
期
間
と

し
た
『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、『
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
開
催
し
ま
す
。

《
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

●
日
時　

9
月
26
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
費
用　

無
料

●
内
容　

俳
優
の
中
田
浩
二
さ
ん

に
よ
る
「
一
日
警
察
署
長
」、

県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
と
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
ド
リ
ル

演
技
、
渡
辺
光
美
さ
ん
に
よ
る

ダ
ン
ス
を
交
え
た
交
通
防
犯
講

話
※
来
場
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

差
し
上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
警
察
署

交
通
課
（
☎
63

−

0
1
1
0
）

●
日
時
　《
講
習
会
》
11
月
11
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
、

《
試
験
》
11
月
23
日
（
祝
・
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
15
分

●
場
所　

県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

（
甲
府
市
朝
気
1

−

2

−

2
）

●
申
込
方
法　

市
建
設
課
下
水
道

担
当
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

10
月
1
日
（
木
）

〜
22
日
（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

（

☎
0
5
5

−

2
6
3

−

2
7
3
8
）（
笛
吹
市
石
和
町

東
油
川
字
北
畑
4
1
7
）

上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
認
定
試
験
の
ご
案
内

下
水
道
ま
つ
り
の

お
知
ら
せ

『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
母
・
父
・

寡
婦
対
象
『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

教育業務に尽力

平成27年 高齢者叙勲 瑞宝双光章を受章 !!

佐
さとう

藤昭
あきみつ

光さん
（上野原地区在住）

佐藤昭光さんは、長年、小中学校の教員として、児童・
生徒の教育に携わりました。この功績が認められ、瑞
宝双光章を受章しました。受章にあたり「多くのみな
さんの支えにより受章できた。本当に感謝しています」
と話していました。

網
あみの

野初
はつお

雄さん
（島田地区在住）

網野初雄さんは、長年、小中学校の教員として、児童・
生徒の教育に携わりました。この功績が認められ、瑞
宝双光章を受章しました。受章にあたり「受章は、
PTAや関係各位のみなさんのご指導とご支援によるも
の、心から深く感謝しています」と話していました。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara
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●『たまひよママのお茶会』
《 コモア 》　代表者　森本（☎ 66-4308）
【日　時】　9 月 11 日（金）、午前 10 時〜午後 1 時
【場　所】　コモア内一丁目集会所　

《 棡　原 》　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
【日　時】　9 月 29 日（火）、午前 10 時〜正午
【場　所】　棡原保育所

《 島　田 》　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
【日　時】　9 月 25 日（金）、午前 10 時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム

す くすく育て、
うえのはらっ子 	

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

	※ 1反頭・清水
竹内・田邉

田邉

岡本・村田
石井

反頭

藤来・
川合・清水

村田

清水
濱・藤来

山﨑

岡本・村田
進藤

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 牧野 杣津 牧野 牧野 牧野
小 児 心 臓 外 来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
※ 7 皮 膚 科 午前 / 午後 大沼 三井 安藤
整 形 外 科 午前 金沢 東京大学病院交替 戸島 田 須田

眼 科 午前 間渕（午後あり） 中込 ※ 3大野
（予約）

※4大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 森山
※ 5 泌 尿 器 科 午前 9/8 9/5・12・19・26
※ 6 婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師

西 原 診 療 所 午後 反頭

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本 反頭

古屋 上條

※この案内は、8月10日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院 9 月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行
っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小児科医とともに、
センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救急医療センター☎ 0555-
24-9977）

●受付時間は、午前 8時〜 11時 30分です。午後の受診がある場合は、午後 2時〜 4時です。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※1　4月から竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来を始めます。
※2　小児心臓外来は、第1木曜日の診療で予約制です。
※3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※4　眼科の大野医師の診療受付は、午前10時までとなります。
※5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師9月5日（土）・19日（土）、阿南医師9月12日（土）・26日（土）、村石医師9月
　　　	8日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前10時までとなります。また、土曜日は、午前11時 30分までとなります。　
※ 6　婦人科の診療は、4月から山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前10時 30分までとなり
　　			ます。派遣医師は、渡邊弓花、大木麻喜医師で交代制の予定です。
※7　皮膚科の午後の受付は、金曜日のみ午後2時〜3時 30分までとなります。

● 9 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 27 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

27 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 16 日（水）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 10 日（木）、25 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 24 日（木）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 17 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

「子育てプレイルーム」や「たまひよ

ママのお茶会」以外にも、巌子ども園内

で行う「子育て支援センター」などもあ

ります。ぜひ、ご利用ください。

物置・電動工具・屋根用塗料など、
ぜひ振興券をご利用ください

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

振興券でお得にお買い物をしよう

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

【日　時】　9 月 9 日（水）、16 日（水）、30 日（水）
　　　　　    午前 9 時〜正午、
　　  　 　  9 月 2 日（水）、24 日（木）、10 月 7 日（水）　
　　　　　　午前 9 時〜午後 3 時

【場　所】　もみじホール 2 階会議室 2
※9月2日（水）の会場は、もみじホール1階多目的

ホールとなります。
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　
　福祉課子育て支援担当（☎ 62-3115）

       

 　 売り切れ次第発売終了！！
　● 1 等・前後賞合わせて 5 億円
　　（1 等 3 億円／前後賞各 1 億円）
　●発売期間 9月28日（月）〜10月16日（金）  ●抽せん日  10月23日（金）

※この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉　　
　向上のために使われます。　

9／28（月）
発売

オータムジャンボ宝くじ

（財）全国市町村振興協会
2015 年新市町村振興宝くじ

5 億円
屋外に設置してある広告看板は、商業活動をアピール

するのに重要な手段です。しかし、無秩序に設置される
とまちなみや自然景観を乱す原因となります。美しい県
土づくりのために、ルールに沿った屋外広告物の表示に
ご協力をお願いします。詳しくは、山梨県のホームペー
ジでご確認ください。
●問い合わせ　県富士・東部建設事務所都市計画・建築

課都市計画担当（☎ 22 − 7836） 　 

9 月 10 日は「屋外広告の日」です

一等・前後賞合わせて
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小
学
館

《開館時間》　
● 水・金・土・日　午前 9
     時 30 分〜午後 5 時
● 火・木　午前 9 時 30 分〜
     午後 7 時

《問い合わせ》　
市立図書館（☎ 63-5241）
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《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

母
子
寡
婦
の
自
立
を
支
え
て

昭
和
5
年
2
月
生
ま
れ
で
、
85

歳
に
な
る
梶
原
し
げ
子
さ
ん
。

旧
上
野
原
町
と
旧
秋
山
村
と
の

合
併
時
か
ら
、
上
野
原
市
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
の
会
長
と
し
て
、

母
子
や
寡
婦
の
自
立
を
支
え
て
き

た
。
梶
原
さ
ん
は
、『
母
子
寡
婦
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、
生
き
甲

斐
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自
立
支

援
活
動
の
意
義
も
感
じ
る
』
と
話

す
。現

在
は
、
会
長
を
退
き
顧
問
と

い
う
立
場
だ
が
、
今
後
も
『
私
に

出
来
る
範
囲
で
人
の
た
め
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
』
と
素
敵
な
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
た
。
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梶
か じ わ ら

原  し げ 子
（島田地区鶴島在住）
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さん

8 か月のお子さんを抱える
盛池暁子さん

子
育
て
真
っ
最
中
の

歯
科
医
師

盛
池
暁
子
さ
ん
は
、
現
在
８

か
月
の
お
子
さ
ん
を
育
て
な
が

ら
、
歯
科
医
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
山
崎

由
美
子
委
員
長
が
仕
事
と
育
児

の
両
立
に
つ
い
て
盛
池
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

山
崎　

歯
科
医
師
を
目
指
し
た

理
由
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

盛
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父
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科
医
院
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原
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し
て
い
た
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で
、
小
さ
い
時
か
ら
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
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で
大
変

な
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は
何
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し
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う
か
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盛
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む
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で
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事
場
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宅
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で
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何
か
あ
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た

ら
す
ぐ
に
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応
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
片
手

間
で
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。
夫
の

母
や
父
母
、
兄
夫
婦
な
ど
の
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
崎　

一
番
困
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
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盛
池　

歯
科
医
師
会
な
ど
の
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合
が
夜
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
女
性
の
立
場
を
な
か
な

か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と

こ
ろ
が
苦
労
し
て
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ま
す
。

山
崎　

最
後
に
一
言
。

盛
池　

高
齢
で
の
出
産
が
不
安

で
し
た
が
、
子
ど
も
が
無
事

産
ま
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
育
児
に

余
裕
が
で
き
た
ら
、
訪
問
診

療
な
ど
を
行
え
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
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わ
せ　

市
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女
共
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参
画
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進
委
員
会
（
総
務
課

行
政
防
災
）（
☎
62

−

3
1
1
4
）

大鶴地区　山崎   裕
ひ ろ と

透 くん  　 （4 歳 6 か月）
　　　　　山崎   尚

な お と

杜 くん  　 （2 歳 3 か月）
	　栄二さん、京子さんの長男・二男

　	“友だちと仲良く元気に育ってください”

上野原地区　木下   劉
りゅうと

斗 くん  　 （6 歳 5 か月）
　　　　　　木下   玲

れ な

奈 ちゃん   （4 歳 5 か月）
裕務さん、史織さんの長男・長女

“兄妹仲良くね！”

市内で頑張っている方、輝いている方が身近にいました
ら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

（
　
）は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死
亡

の
場
合
は
届
出
人
【
敬
称
略
　
順
不
同
】

＝
7
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 親子文芸講座 リンデンドーム朗読館

タ イ ト ル 名 「スプーンおばさん」 「10ぴきのかえるの
おつきみ」ほか 「ビーズ教室」 「月夜とめがね」

小川未明 /作	ほか
開 催 日 9 月 12日（土） 9月 19日（土） 9月 26日（土） 9月 27日（日）

時 　 間 午前 10時〜 11時
午後 2時〜 3時 午後 2時 30分〜 午後 2時〜 午後2時〜

そ の 他 協力：たんぽぽ会 協力：上野原朗読の会
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